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研究成果の概要（和文）：本研究では，モンゴル国や南シベリア方面のアルタイ山脈周辺地域で，

突厥などの古代遊牧民の埋葬遺跡や遺物を現地の研究機関と共同で実施してきた．その結果，

青銅器時代の遺跡を，後代に死者の記念碑や墓碑銘として再利用している事例が確認された．

この背景には，遊牧民特有の実利的な考えと並んで，当地の祖霊を自分たちの信仰対象にする

という彼ら独自の崇拝形態が窺えるものといえよう． 

 
研究成果の概要（英文）：In the joint research with the local research Institute on the 
Ancient Turkic nomad peoples around the Altai Mountains of the Mongolia and the Southern 
Siberia, I could confirm that they reutilized the ancient sites and relics of the Bronze 
ages in constructing their own tombs and inscriptions as not only on the cause of their 
programmatic purposes but also on the basis their particular cult-belief and worship on 
spirits of their own ancestors. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）1991 年のソ連崩壊後，これまで西側外
国人が立ち入ることができなかったモンゴ
ル高原や南シベリア方面には，現地の研究機
関や研究者と共同調査できる研究環境が訪
れた．私はこうした状況を受けて，1996年以
来，モンゴル科学アカデミー歴史学研究所や
考古学研究所と学術協定を結び，古代トルコ
時代の遺跡やルーン文字碑文を現地調査し，
資料の収集を行って来た． 

（2）そうした現地調査とそれに基づく解読
研究を行う一方では，遺跡や碑文が建造され
た歴史環境にも留意しながら，遺跡そのもの
の立地条件や設立目的にもできるだけ注意
を注いで，調査を行なって来た． 
 
２．研究の目的 
（1）まずは，現地の研究機関や研究者と共
同調査を行いつつ，新発見の遺跡や碑文はも
とより，すでに発表された遺跡や碑文につい
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ても，鮮明な写真や拓本などを用い，さらに
詳細な分析を行うための研究材料を収集す
ることが挙げられる． 
（2）次にここで得られた資料の分析を行い，
当該遺跡が建造された場所や環境にも留意
しながら，その設立場所や歴史環境を明らか
にする． 
（3）こうした調査を通して，これまで私が
しばしば目撃してきた古代遺跡の再利用の
実態を収集分析しつつ，その扱い方を通して
本遺跡を建造した遊牧民たちの世界観や信
仰観を明らかにすることも本研究目的のひ
とつである． 
  
３．研究の方法 
（1）まず，上記で述べたモンゴル国や南シ
ベリア諸国における学術研究機関や研究者
と学術協定を締結した上で，共同調査を行い，
遺跡や碑文について，立地場所，遺跡碑文の
形状や計測を行い，整理を行う． 
（2）鮮明な写真や拓本を分析しつつ，碑文
に関しては同時代の漢文資料や同時代の碑
文資料との比較を通して，字句やテキスト内
容の解読を行い，碑文の主人公や設立目的な
どを明らかにする． 
（3）遺跡についても，それが建造された地
点の歴史地理学的な観点から調査を行い，当
時の遺跡の設立目的に関して考察を加える． 
（4）特に，その中でも前時代の遺跡を再利
用している遺跡に関しては，前時代の遺跡が
いつ頃のものなのかを見極めながら，何故に
それが後代に再利用されているのかという
点に関して，遊牧民にみられる実用主義的な
考え方なのか，それとも祖先崇拝の範疇に含
められるものなのかについて，分析を加える． 
（5）特に祖先崇拝との関連性が濃厚な場合
に関しては，従来いわれてきた突厥やウイグ
ルなどの祖先崇拝の仕組みといかなる関連
にあるのかという点についても各種の史料
と比較しながら，考察する．  
 
４．研究成果 
（1）まず，本調査により，これまで未発見
であった遺跡や碑文が複数，確認できた点は
大きな成果であるといえる．例えば，モンゴ
ルのバヤンホンゴル県のオロン・ノール遺跡
とその石槨外側に刻まれたルーン文字碑文，
アルハンガイ県イフタミル郡のバガ・ハイル
ハン岸壁銘文，オブル・ハンガイ県のテブシ
ン岸壁銘文，ボルガン県のザーマル遺跡から
出土した銀器銘文などがそれに相当する． 
（2）ここで得られた成果の中では，特にオ
ロン・ノル碑文からは，これまでルーン文字
銘文では未発見とされてきた用語や歴史的
に不明とされてきた字句を解明する手がか
りとなる字句が解読されたことにより文献
学的に大きな成果をもたらすことになった

ということができる．同時に本銘文を含む遺
跡時代が，これまであまり知られていなかっ
たモンゴル高原の南西部に見つかったこと
は，従来の突厥時代の勢力範囲が予想以上に
後代であったことを物語るものとして重要
な意味を持つ． 
（3）また遺跡や遺物の再利用という点から
は，例えば，アルハンガイ県のイフタミル郡
で確認されたギンディン・ブラク第 2遺跡の
石槨が青銅器時代の鹿石を再利用する形で
建造されていた点は極めて興味深く，そこに
ははっきりと鹿の形状が刻まれていた．また
その遺跡の 100ｍ東方には，巨大な青銅器時
代のヘレクスフルがあり，鹿石はここから運
び出されたことが明らかである． 
（4）またボルガン県のザーマル遺跡から今
回発見された銀器銘文については，新たな字
句の解読成果の他に，これが 7世紀中葉の遺
跡から見つかったこと字体，検討に値するも
のとなる．これまでルーン文字は 8世紀前半
に年代づけられるにもかかわらず，本遺物は
7 世紀中葉のものであることが漢文の墓誌銘
文からはっきりしていることから，本銘文が
最初期のルーン文字である可能性は否定で
きない．但し，もしこれが墓の建造年より後
のものであるならば，遺物を再利用する形で，
後代の 8世紀中頃に銘文が刻みつけられた可
能性も否定することはできないであろう． 
（5）このように，古代遊牧民の墳墓や遺跡
の中には，青銅器時代のヘレクスフルや鹿石
などの遺跡の一部を自らの埋葬記念碑の造
営の際に再利用している事例が多く確認さ
れた．こうした事例の背景には，遊牧民とし
て，利用できるものは何でも利用するという
現代にまで通じる実利的な理由も否定でき
ない．一方，ギンディン・ブラク第 2遺跡に
みられるような青銅器時代の鹿石を後代の
墓の石槨として再利用したり，ザーマル遺跡
発見の銀器に後代に銘文を刻んで死者の霊
に捧げる例からみると，前代の墓の一部を自
分たちの墓の一部とすることで，かつての遊
牧民の慰霊をも自らの祖霊の中に加えて,尊
崇する感情も可能性もなお否定できないの
ではないか，という考えも成り立つかもしれ
ないという結論を得た． 
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